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銚子市小浜集落におけるキャベツ栽培の導入と展開
李
I はじめに
日本の農業は，第2次世界大戦後もしばらくの
問は米麦と繭を中心とする農業であった。それが
高度経済成長期になると，米麦・繭以外の野菜・
果樹・畜産などの部門がより高い比重をしめるよ
うになった口なかでも野菜は地域の環境に作型を
適合させることによって，全国各地に多くの産地
が形成されてきた 1)。尾留川によると， 1960年頃
までは，関東地方の冬の耕作景観としては麦畑が
卓越しており，普通知面積の8割を占めていた。
夏の耕作景観では，陸稲とサツマイモ畑が約半分，
野菜畑が約 3割，次いで工芸作物であった2) 
1960年代中頃から麦・雑穀・豆・サツマイモ類が
減少し，野菜や畜産物の生産が拡大した。さらに
1970年以後，米の後退によって，野菜と畜産物の
重要性がさらに増した。
関東地方は東京という大消費地を控えており，
野菜園芸農業へと特化した地域が多数存在する。
大都市への人口集中は，都市住民が必要とする野
菜需要の増大によって 一年中野菜の供給を可能
とする暖地性ないし高冷地性の輸送園芸を発達さ
せた。また，大都市圏の拡大により，近郊農業は
遠心的に移動した。その結果，近郊農業地域と輸
送園芸地域との聞には 一年に野菜を 3作行う集
約的野菜生産地帯(中郊農業地帯)が発達してき
た3)。この地域は，東京から60-80km圏内の首
都圏外縁部に島状に点在しており，農業生産性の
高い自立経営農業が卓越している。
尾留J1は，このような集約的野菜生産地帯では，
輸送方式の変化によって遠郊農業が近郊農業に変
質したと規定したり。このような中郊農業地域に
ついては，輸送に適した少数の作物を集団的に栽
録一
培したり，共!司で出荷したりするといった，輸送
園芸的な性格をもっ点に特色があるとされているO
関東地方における農業地域の形成の研究では，
地形や気候といった自然条件，消費地との距離，
作物の経済的な有利性 農家の経営条件などによ
り説明がなされてきた。しかし，農産物の生産，
流通，消費には，それそれの場面で人が絡んで、お
り，外部からの影響を受けたときに，農家の経営
条件や地域の条件，経済的な条件を考慮して，そ
の地域の人々が新しい作物の導入を決定する。今
までの農業地域の研究には，このような意志決定
のプロセスに関する説明が軽視されてきたように
思われる。
千葉県東部の銚子市には 温暖な特性を生かし
たキャベツ産地が形成されている。銚子のキャベ
ツ生産は，どのような条件と要因によって成立し
たのであろうか。この地域のキャベツ生産につい
ての研究は少ないのが現状である日)。ここでは銚
子市におけるキャベツ栽培の導入と展開の過程に
関わった人々の意志決定のプロセスを中心に具体
的に明らかにし， さらに現在キャベツ生産の盛ん
な小浜集落においてその対応の条件と要因を検討
する。
小j兵は銚子市の西南部，太平洋に面した台地上
に位置する集落であり(第]図)， 1956年4月に旧
豊岡村の〉ら銚子市に合併した。小浜は現在銚子市
のなかで旧豊岡地区のほかの集落とともにキャベ
ツ生産が盛んな地域で、ある(写真 1)。農家数でみ
ると， 1970年に総農家数92戸のなかで専業農家が
46戸であったが， 1990年には総農家数73戸のなか
で専業農家が51戸である。 1990年には専業農家が
総農家数の70%，第 1種兼業農家を含めると90%
に達している6)。
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E 銚子市域におけるキャベツ栽培の導入と麗
開
1 )キャベツ栽培の経年的・地域的変化
1940年までの銚子における農業で、は，サツマイ
モ(甘藷)と麦類が主な作物であった。特に換金作
物であったサツマイモは， 1936 (昭和1)年には，
旧海上郡の畑面積の約8割を占めていた7)0 ，日海
上郡におけるサツマイモは，江戸時代の天明年間
(1781-1789)に高神村の人が栽培したことに始ま
る8)。銚子一円でサツマイモの栽培が盛んだ、った
背景としては，温暖な気候や砂質壌土がサツマイ
モの栽培に適したことがあげられている。さらに
穀物に比べて収穫の手間や畑の耕起などがほとん
どいらないことや，食用作物のなかでは単位面積
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当たりの収量が多いため， I可一面積で人口を最大
使扶養できることもその-IEIであった<))。サツマ
イモは食用とするだけでなく， i.殿粉やj殿粉*I~ など
の原料ともなっていた。このうちj殿粉粕は，焼酎
の原料や豚の飼料としても用し 1られた10)。
サツマイモと大・小麦は第2次一世界大戦後の食
料難のなかで，代替食料として大きな意味をもっ
ていた。しかし， 1951年頃にはイモと麦類に対す
る統制が廃止され，自由に取りヲiきされるように
なった。この時期以時 各方面の経済統制もしだ
いに解除され，食糧難時期の都市生活者に対する
農家の優位性も危うくなってきた。農家も経営改
善によるj計得の増大や生活水準の向上へと向かい
始めた11)。
銚子市における1950年から1990年までのサツマ
イモ，大・小麦，キャベツ，大根など主要な作物
の収穫面積の変化を見たのが第21豆iである O サツ
マイモは， 1950年の1，420haから漸増し， 1960年
に1，543haで頂点に達した。それが1960年からは
j散に減少し， 1975i!三には90haにまで減少し
た。大・小麦は1950年の1，726haから急激に減少
し， 1970年には59haになる。サツマイモと大・
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第2図 銚子市における主要畑作物の収穫面積
(農業センサスにより作成)
注) 1955年のキャベツ以銚子市統計によ
る。それ以外の作物については資料
が得られなかった。
小麦は1970年代以降も徐々に減少し， 1990年には
サツマイモが9ha，大・小麦が2haである。
一一方， キャベツは1953年から1955:q三までは， 7 
haから 9haで、横ばい状態がつづいた。それが
1955!t'1三から増加しはじめ， 19705r には637haとサ
ツマイモの栽培而積と同じ水準に透した口その後
も増加がつづき， 1990年には1.054h aにまで達し
た。大根は1950年の72haから1960!tf-(，こ36haまで
減少したが， J960年からは徐々に土普加し， 1980年
には15]haにj母力1した。さらに1980年からは急増
しはじめ， 1990年には523haに達した。キャベヅ
と大恨の収穫lui積の培:}JI傾向を比べると，銚子に
おける野菜生産のj削IJJ]はキャベツ栽培によるとこ
ろが大きいといえる。
つぎに，キャベ y栽府民家数と栽培農家 l戸当
たりのキャベツの平均栽培而積の変化を見てみる
(第 31~1) 。キャベツを商!日11 として栽培したのは，
1953年における高神地区の 9戸が最初であった。
これが1955年の50戸から1960年には759戸へと
キャベツ栽培農家は急増し， 1970年には2，036戸
になり， "]要点に達した。 1970年以降のキャベツ栽
培農家数はやや減少し， 1990年には1，327戸に
なった。
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第3図 銚子市におけるキャベツ栽培農家数お
よぴ 1戸当たり平均栽培面積
(農業センサスにより作成)
注)1953年は「灯台キャベツ繁栄秘録」
による O
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農家 l戸当たりのキャベツの平均栽培面積は，
1953年の約 5aから1955年に約10a，1970年には
約30aになった。それが1980年には約57a，1990 
年には約79aになった。つまり， 1953年から1970
年にかけては，栽培農家数，栽培面積， 1戸当た
りのキャベツ栽培面積がすべて増加した。その後，
1970年以降も栽培面積は増加しつづけたが，栽培
農家数は減少し，結果的に 1戸当たりの平均栽培
面積は増えた。
第4図では，銚子市における畑作物の収穫面積
と，それに対・する野菜の割合を地区別にあらわし
た。なお，銚子では野菜のうちキャベツが大きな
割合を占めており，この図でキャベツ生産の地区
別の傾向をとらえることが可能で、ある。 1970年に
おける畑作物の収穫面積は，東部地区で高村
114ha，小畑11111aで、あり，西部地区で汁、浜126ha，
八木は143haである。野菜収穫面積率では東部地
区が高く ，高神63%，小畑77%で，西部地区は，
IJ寸兵53%，ノ¥オミ45%であった。
それが1990年になると，野菜収穫面積は東部地
区で，高神12611a，小畑19811aで，西部地区で，小
浜114113，八木143haとなる。野菜収穫面積率は，
東部地区で，高神100%，小畑99%であり，西部
1也区で，IJ寸兵98%，J¥、木98%となった。ここにあ
げた地区においては，畑でほぼ野菜だけを栽培す
るようになったことがわかる。 1970年において
は，野菜収穫面積や収穫面積率ともに，高ネ[t，小
畑の東部地区や小浜，八木の西部地区など海岸に
近い台地上仁位置する集落で高い数値を示した。
1990年になると畑作物の収穫面積は全体的に減少
した一方，野菜の収穫面積率は，東部地区と西部
地区を含め市域全体で非常に高くなった。
2.)高神におけるキャベツの高業的栽培の導入
高神は太平洋に面した台地上の集落であり，外
川など周辺集落の親集落でもあった。高ネ[tは銚子
市のなかでキャベツの商業的栽培が一番早く導入
された地匿であり，高村1をみることによって，キャ
ベツ導入の背景にある地域の特徴を把握すること
が出来ょう。
高神における畑作物は， 1953年までサツマイモ
と麦類が主体であった。野菜類は，自給用として，
あるいは銚子市内での行商販売用として栽培され
ていたにすぎなかった。第2次世界大戦後，高神
や小畑の農家の主婦たちは，夜が明ける頃からリ
ヤカー数十台で銚子市内へ行商に出掛けた。そう
した主婦たちは，サツマイモ，大根などと一緒に
キャベツ(玉菜と呼んだ)も売ったが，キャベツは
生食習慣がなく売れ行きが低調であった。後に高
神でキャベツの商業的栽培の導入に大きな役割を
果たした田村映雄は，この頃から畑の一部でキャ
ベツを栽培しており，田村ーの夫人もリヤカーで
キャベツを含む野菜類を毎B街へ売りに行ってい
た12) 
当時，農家の主な作物は麦類と甘藷であったが，
夏作のサツマイモは価格変動が激しく，冬作の大
麦と小麦は，秋落ち(枯れ熟れ)の病気や値段が米
の半分であったことから生産が不安定であった。
戦後の復興がすすみ，米の供給が安定するように
なると，米以外の食料作物の販売はさらにうまく
いかなくなった。このような状況下で，高神を中
心とする東部地区では青年達が4Hクラブや農事
研究会などを中心に集まりをもっていた。 4Hク
ラブ，農事研究会では，新しい農業経営を模索す
る運動が盛んであり，新作物の導入も検討された。
高神で商品としてのキャベツの導入を手がけた
のは，白土義次，町村映雄(屋号:清兵衛，以下
向じ)，青初jJ勅史(孫右衛門)，高木武雄(庄左衛門)
の4人であった。白土は野菜の仲買商であり，ほ
かの 3人は農業を営んでいた。この 4人は，高神
小学校の同期生であり，全員が終戦後復員してき
たところであったは o 4人は 4Hクラブや農事石庁
究会の活動に関わっており，新作物の試作にも努
力していた。
銚子のキャベツの初期の状況をしる記録として
『灯台キャベツ繁栄秘録』がある O これは，白土
義次が銚子の郷土史談会の資料として1984年に編
集したものであり，白土がキャベツの商業的栽培
導入のころに田村，青柳，高木らと交わした対話
を思い出して書いた記録である。キャベツ導入に
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第4図 銚子市における地震別熔作物収穫面積と畑作物に対する野菜収穫面積率
(農業集落カードにより作成)
注)河内の黒い部分は野菜収穂面積の占める比率を示す。
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当たって，当事者が抱いたもくろみ，意図や苦労
などがわかる資料である。
キャベツの初期導入にあたっては，
高木 :終戦直後はサツマイモ生産一筋で，政府もこ
れにずいぶん力を入れたもんだ。ところがア
メリカから食料援助がある。だんだんイモ(サ
ツマイモ)が売れなくなり，澱粉屋の繁栄時代
があった。しかし，相j易は彼らに牛耳られて
安く買いたたかれる。畑作にはなにが良いか
でキャベツを作ることになり，やカfて全部の
農家カ'fFるようになった。ニンジン，ジャガ
イモなどいろいろな作物を試作したねえ14)。
サツマイモの将来性に対しては，
事f柳:東京でのイモの売れ行きは今後どうなるん
だ。
田村:貿い出し部隊もだんだん少なくなってきた
よ。
高木 :味のよいものでも売れなくなってきたよ。
l~ftJJi! : i殿粉屋があるからイモ(サツマイモ)だけは生
産過剰がないからなあ。
E!j村:問題は相場だよ，食料と して売れなくなる。
iD世粉屋へもっていっても安くなることは目に
見えている。採算が合うかどうかな。心配な
のはそのへんの処だよ 15) 
新しい作物としてはどのような作物がよいのか
とし 3うj義論になり，
(1.1-. : 1(1:が 1'.m}1以前のやきそばを食べたんだよ。ーE
菜(キャベツ)を市1かくきざんだやつでね，組j
はほんの少14.なんだよ。でもあ!iftl]:美l床しくて
ね，県山の人だかりで良く完れてたよ。これ
からの~1l1作は玉菜作りなどよいかも知れんぞ16)。
もしキャベツを栽培したとして，その出荷に関
する不安の声は，
田村 :ーでも今年ょいと，来年みんな作るから売り切
れねえで余っちゃうとどうしようもねえもん
なあ O
白土:販路の拡張だな。市内だけの目標じゃあ，た
しかに生産過剰で、安くなる。
青相Il:イモや麦じゃ何年もしねで駄目になるよ O 農家
の将来はどうなるか心配だよ 17)。
新しい作物を入れることの意味づけは，
田村ー:子供などにも心配のないようにして後をつが
せたいよ。俺は玉菜っくりなら自信があるよ O
今年もすこしづっ作ってよい現金収入が出来
たものな。しかし大量に生産した時の売先だ
よ。
白土:俺が引き受けるよ。市内だけでは勿論だめだ
よ。東京でも茨城でもどこでも需要にみたな
い所へ出せば良いだろう。
高木:売りが心配なんだ。 floるほうはお手のものだ。
白土:俺も出荷に備えて早速三輪車買うよ。
田村・:ょうし決まった。みんなでやろう 18)。
買い出しの人波の少なさから将来のサツマイモ
の売れ行きへの不安をもち，東京で、大勢の人が食
べ，かつ本人も美味しく感じたがtきそばの感~~.か
ら新作物としてのキャベツの可能性を導いたので
ある D このような話し合いがあって，白土を|徐く
農家の 3人によってキャベツの大量栽培の準備が
進められた。高ネ1において 9戸の農家が春キャベ
ツを試作したのは1953年のことであった(第l表)。
当H寺，銚子市付近ではキャベツを生産していた
地域はなく，キャベツを生産していた地域は，もつ
とも近近-いところで茨城県稲敷若羽郡1I安lド:1判i
村村-)であつた。安l中4十や:1川1村サ寸.では， 第2次世界大戦前か
ら疏菜類の生産地であった。疏菜は主に鹿島，霞ヶ
浦，土浦などに!駐屯していた軍隊へ納入したが，
敗戦で販路を喪失していたところであった。白土
は安中村大山の糸賀小太郎(11]寅i在iと推定される)
から， 1坂路を失ったキャベツを銚子で貿ってくれ
るように頼まれた。
第 1表 銚子市における商業的キャベツ生産の展開
年 | できごと
1953 I東部地[xでキャベツ導入を検討。安からのi転換を決定し，キャベツの櫨子100種類を取り寄
せて試作。富士市や静岡農業試験場を視察。
1954 1 東部地圧で初出補，富士早生新 l号を標準品種に決定。
1955 1 北関東・東北市場調査(会津若松市など)。
1956 1 東部地区で共同出荷開始，龍平生導入。
1957 1 銚子市疏菜出荷組合連合会結成，組合出荷のキャベツを灯台印カンランと命名。
1958 1 連合会が千葉県青果物モデル組合に指定される O
1960 1 豊岡・船木が連合会に力Il入。
1961 キャベツ栽培で銚子市が千葉県特産地に指定される。
1962 1 農林省指定園芸特産地となる O
1963 1 他産地と競合をさけるため播種期を早める 0
1964 I共同の集出荷所，共同育苗センターを設置。
1966 I野菜法による国指定キャベツ・大根特産地となる。根朽病が大発生。
1967 I生産出街近代化事業が実施され トラクターが導入される O
1972 I連作障害回避のため土壌調査が実施される。竹かご入手離によりダンボール出荷を開始。
1977 I銚子市において大根のトンネル栽培とトウモロコシが導入される。
1978 I銚子市が冬キャベツ産地に指定される。
1979 I野菜指定産地近代化事業実施。
1982 I農協jが規格の均ー化(定数詰め)，予冷庫の設置，品種多471白化を1%1る。
(r銚子市農業振興会議20年の歩みJ，r灯台キャベツ繁栄秘録j により作成)
白土は，銚子の八百鉄市場，八日市場の武井市
場などを調査し，キャベツは需要に満たないため
入荷すれば売れるだろうと判断した。白土は三輪
車で安中村のキャベツを購入し，銚子の八百鉄市
場，中央市場や，八日市場の武井市場に出荷した。
当時，銚子の青果物商で三輪車を所有していた業
者はわずか2庖にすぎなかった。そのなかでも銚
子市内の山木青果j苫は最新の1.5t積の三輪車を所
有しており，後に組織された丸高疏菜組合の出荷
に協力した。安中村で生産されたキャベツは，白
土がほとんど購入したために，従来，糸賀が出荷
していた土浦市場をはじめ 周辺の市場で供給が
足りない状況になり，逆に白土に畏い入れを申し
モからキャベツに転作し始めた。たとえば，親田
町の越)1勘治は，高千[jl，小畑地区でキャベツの大
量生産が始まるということを知り，自分もキャベ
ツ栽培を虫色めた。
この頃，高神でキャベツ栽培を開始していた 3
人の{、配は，
1村:はじめのころは{奄も俺もとキャベツに1伝作し
たが，生産過剰を心配したよ。こんなに生産
したら過剰で売れなくなってしまうのではな
いか。安くなってしまうのではないか。
青柳:我々で、農協を作ろう， H:l荷組合も作ろう 19)。
込んでくる状況となった。その後，白土に対して 青柳が提案したような出荷組合は，高神の丸高
は佐原，小見川の業者からもキャベツの注文が 疏菜組合結成という形であらわれ，この結成に尽
あった。 力したのは小畑町の高木似以治で、あった。この組
高神におけるキャベツの商業的栽培の導入の背 合は，銚子農業協同組合から独立した組織であり，
景にはこのような事情があった。キャベツの相場 銚子市では最初のキャベツの出荷組合であった。
が良かったことと サツマイモの需要が少なく この結成は1955年頃のことであった。この頃，ほ
なってきたことから，他地区の農家でもサツマイ かの集落においてもキャベツの出荷組合が出現し
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始め，これをきっかけにキャベツ栽培はさらに拡
大した。
当時，新作物導入の条件として，麦より値段がよ
かったサツマイモの栽培時期に景怨iしなし 3作物であ
ること，技術的に多くの農家が栽培可能であり，
地域として集団栽培ができること，などがあった。
キャベツの導入にあたり，栽培技術の習得，栽
培規模の確保，販売と遠方までの輸送が問題とし
て浮上した。キャベツ作の作型の確立，品種の選
択，技術体系の確立などに大きな役割を果たした
のは，農業改良普及所であった。この普及所の助
言により，当時，キャベツ生産の先進地であった
静岡県富士市および静岡県農業試験場への視察が
1953年に行われた。その際，キャベツの品種とし
て富士カンラン(甘藍)が注目され，高神で拠点農
家が選定され，選ばれた農家を中心に試作が行わ
れた。また， 1955年には販路を開拓するために東
北方面(会津若松市場)の市場調査も行われた。検
討の結果，キャベツが輪作，労力，集団栽培の商
から見て銚子市に適応しており，銚子キャベツは，
運送距離，鮮度，価格の面で富士カンランと競争
ができると判断された。
銚子のキャベツは，栽培導入初期においては，
出荷時期が5月で富士カンランと同じであり，市
場で富士カンランと競合することが予想された。
したがって，出荷時期を早くすると高値になるこ
とから， 4月出荷が検討された。名雪儀三郎は銚
子で尋常高等小学校を卒業し， しばらく農業に携
わった後，静岡県富士市でキャベツ栽培技術を習
得した。名雪'は富士カンランより早く出荷が出来
る金系201品種を用い， 3 ~ 4月のキャベツの端
境期を狙って栽培を試みた。金系201号の灯台
キャベツは京浜市場で好評を受け，以降は品種を
普通早生から極早生にかえた。
キャベツの生産と出荷量が増えると，商品の損
儀防止と取り扱いの利便を考え，竹かごを利用す
ることになった。最初は干潟町方面で用いられて
いた南瓜の竹かごを購入していたが20) 需要に
追いつかず，三浦半島から出荷されたキャベツの
竹かごを東京市場で翼って使った時期もあった。
その頃，神崎村の箆屋から'rtかごを製造したいと
の強い申し出があり， 設備経費70万円をこの業者
に前貸しして容器の問題を解決した。また，組合
長の青柳自身も三輪車を購入して運送したが，運
びきれず，大型自動車による運送が必要になった。
そこで，運輸業者数社の入札により，岩瀬自動車
運送を指定輸送業者に決め，大消費地への大量輸
送が本格的に始まった。この時の指定業者の選定
には，組合長の青柳の子供の頃の経験が関係して
いた21)。青柳が子供の頃，東京にサツマイモを
送るために銚子の業者へ頼みにいった。その時，
親切に梱包を直し，荷札も新しいものに替えてく
れ， きちんとした荷づくりにしてくれた。運輸業
者を選ぶときに，その時の仕事ぶりが印象に残っ
ていて岩瀬自動車運送を選定したのである。
キャベツ生産には， 4 I-Iクラブ，農事研究会，
農家組合などの組織が関わっており，販売は農業
協同組合に委託した。生産者と農業協同組合の間
ではキャベツの生産や販売について意見が一致し
ない事態がしばしば起こり 生産者が中心になっ
て共同で販売をする意志をもつようになった。 そ
の結果， 1957年7月にそれまで集落ごとに組織さ
れていた出荷組合を統合して，銚子市疏菜出荷紐
合連合会が発足した。それ以降，農業協同組合は
販売事務を担当し，疏菜出荷組合連合会地生産の
計画や出荷資材の斡旋，運送業者との運賃契約を
担当するようになった。当時，千葉県経済連も銚
子のキャベツを共同で販売するよう指導してい
た。また，当時，千葉県経済連関係の仕事をして
いた加瀬は，観光で犬吠埼にきた途中で高神二一円
のキャベツ畑をみて，その商品性を認め，東京へ
の出荷を勧めて販売先も斡旋した口このようにし
て，銚子市のキャベツ栽培は，生産から販売まで
一体化した生産体制を整えた。
E 小浜集落におけるキャベツ栽培の導入と展
開
1) 1950年代以前の農業形態
銚子におけるキャベツ産地の形成をみるとき，
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高神だけでなく，銚子市の周辺地域のキャベツ生
産の増加は大きな位置を占める O 本章では，小浜
におけるキャベツの商業的栽培の導入を検討し，
キャベツ生産が特化した地域の条件とその特化に
至る要因を明らかにする。
小浜におけるキャベツの商業的栽培の創始は，
1957年である O これは，銚子市内で最初にキャベ
ツ栽培が始まった高神地区より 4年遅い。小浜に
おいてキャベツ栽培そのものは，その方法や品種
が異なるものの， 1957年以前から行われてきた。
小浜で1957年以前からキャベツ栽培を行っていた
人は 4人いた。その4人は，岩井与司衛，横後和
雄，遠藤喜一，宮内豊ーであるo 岩井与司衛は，
小学校を 4年まで通った後中退し， 16 ~ 17才頃か
ら農業に携わった。岩井ニは小浜で、は篤農家で、あっ
た。4人は当初キャベツを自家用として栽培した。
4人はいずれも野菜栽培が好きで，いくつかの栽
培方法を試みていた22)。
岩井は当時，畑を l町3反経営していた。岩井
はキャベツを栽培する以前は大麦l町，サツマイ
モ1町，それに小麦 l反とインゲン豆2反を栽培
していた23)。また，畑のほかに谷津田 5反と山
を6反ほど所有していた。谷津田からとれる米は
反収 4~7 俵で，水田が広がる八木より反収が少
なく， しかも日照不足と湿田のため，年毎の収穫
量の変動が激しかった。当時岩井が栽培した作物
は，主に大麦とサツマイモであった。大麦は， 11
月に蒔いて 6月中に収穫したが，収穫の時期が梅
雨の時期と重なる時が多く，大麦が腐ることが頻
繁にあり，そのような時の大麦の値段は安かった。
サツマイモは 6月に収穫前の大麦の聞に植え， 10 
月から 1] 月にかけて収穫した。 1955~64年頃(昭
和30年代)大麦は病気のため反当たり 4俵しかと
れず 1俵の値段も1，000円であった。 l年に40
-50俵の収穫しかなかったため，年4-5万円の
収入しか得られなかった。サツマイモは反当たり
7-8俵，年70-80俵がとれ 1俵の値段が5千
円であり年40万円の収入があった。米，大 ・
小麦，サツマイモは豊岡農業協同組合に出荷した。
また，当時の小浜には実行組合があり，農協とと
もに米，麦，サツマイモなどの出荷に関わってい
た。
告:.~iニは， 1957年から約3年間は，キャベツを 3
反ほど栽培し，サツマイモを 110・3反ほど栽消し
た。ところが，キャベツを 3反栽培して得られる
収入がサツマイモ 11ITの収入と|司じであった。
キャベツを東京に 1 1m出荷すると 30 ，000円 (70~
80かご)の収入があった。これは，当時小中学校
若手教諭の 1か月の給与約12，000円よりはるかに
多かった。こうしたキャベツの収益性の高さが
キャベツ栽培を本格的に導入する契機となった。
小浜でもともとキャベツを栽培していた 4人
は，収穫したキャベツをそれぞれ銚子の問屋に
売っていた。当時，銚子には八百鉄市場と中央市
場があったが，岩井は八百鉄市場に出荷した。キャ
ベツの出荷には自転車を利月3した。 1957年頃八百
鉄市場では，キャベツが不足ぎみであった。
大根はもともと父の代から栽培していた作物
で，主に沢庵漬けにしていた。岩井の父は，初め
は家で消費しきれなかったものを沢庵漬けにして
銚子や波|崎に出荷していたが後に小浜で沢庵出
荷組合を組織し，東京にまで、出荷した。岩井は銚
子の八百鉄市場に大根を300本出荷し，大根に関
しては当時の八百鉄市場で大きな出荷者であっ
た。これは畑の面積にして 5畝分であった。岩井
は1960年代には八百鉄市場にキャベツと大根を毎
年約1，300かご出荷した。
2 )商業的キャベツ栽培の導入
小浜でキャベツをもともと栽培していた人は4
人であったが， 1957年頃には9人が加わり13人に
なった。岩井は， 1957年に自分より年上の横後と
遠藤に出荷組合の役員を依頼し，この小浜の13人
でキャベツの出荷組合を組織した。当初は，八木
からの人と豊岡農業協同組合の人も加えて全部で
約20人が組合員となっていた。最初に出荷組合を
結成した人々は，ほとんと功f小浜の北地区の人々
であった(第5図)。
岩井は， 1950年代末に750kg積の三輪車を購入
し，キャベツを東京の市場にも出荷するように
なった。岩井が三輪車を購入した時期は，小浜の
一般的な人々よりも10年ほど早かった。岩井は小
浜を午後8時頃出発し，深夜12時頃に市場に着い
て荷をおろし市場の情報を聞いた後，小浜にも
どるのは午前6時頃であった。岩井はこうした東
京へのキャベツ出荷の経験から，銚子の市場は需
要が少ないこと，東京に直接出荷すると値段がよ
いことを知っていた。そして， 1人だと荷がまと
まらないこと，夜出荷するのには 1人では体が持
たないこと， といった理由から出荷組合の組織に
尽力した。なお，当時東京へ出荷すると，キャベ
ツ12個人りかごで400円(300かごで12，000円)の粗
収入があった。経費は 1かご当たり， トラ ック運
賃40円，竹かご代40円，名札2内，手数料81司な
どで 1かご100円かかっており，手取りは 1かご
300lIjとなった。
このように，当時の小浜では上記の4人以外に
もキャベツを栽培する農家が増え始めていた。嶋
EB一(助右衛門)もその一人である。嶋田は1955年
千葉県旭町の農業高校を卒業して就農し， 1967年
以降農業日誌もつけてきた24)。以下では， I嶋田
を事例として，小浜でキャベツの商業的栽培が導
入されてから現在までの作物転換の様子を把握す
ることとする。
1967年における|嶋田家は主要な労働力は嶋田と
その父の 2人であった0'Il!毎回家の経営耕地はー水
田が72a，加が126aであり，このほかに山林も所
有していた。栽培作物は稲， I窪稲，大麦，小麦，
サツマイモ，ジャガイモ;ニンジーン・京菜，カブ，
レタス，キャベツ，大根であった。そのほかに松
が多い平地林での薪や落ち葉の採取といった山仕
事や，乳牛飼育，尿汲み ・堆肥づくりなども行っ
ていた(第6図)。特に落ち葉はサツマイモの発酵
材として使用し， またi佐肥にも用いた。
水田は湿田が多く，収穫量に変動があった。
1955~例年頃の畑では，主にサツマイモと大麦を
栽培していた。畑にはエンドウ豆(三月豆)を大麦
の収穫後である12月頃に植えて 3月頃に収穫し
ヤのうち，米，大・小麦などは豊岡農業協同
組合に出荷していた。このほかに乳牛を 1頭，豚
2 初期栽培者
1 ロ
• 1L小組合員 ロ ロ
g 
o 1L北組合員
• 1L雨組合員
口丸iJi組合員
O 100 m 
第5図 小浜におけるキャベツ導入者と出荷組
合員の分布
(/謂き取りにより作成)
注1)導入者のうち 2人は図の北方にあ
たる国道126号線沿いに位置する。
この 2人も丸小組合員である。
2 )図の範囲外に丸小2人，丸北2人，
丸浜 7人の組合員がいる。
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第6図嶋田家(小浜)の農事暦
(11¥毎回家農事日誌により作成)
も1~ 2匹飼育していた。家音は主に牛乳や堆肥
の生産に利用した。l嶋田の父は乳牛飼育を担当し，
それ以外の農作業はほとんどi嶋田が担当した。
嶋田が1960年頃に栽培していたサツマイモは，
JI~が平たく水分が多いものであった。サツマイモ
を12]安(約4-5kg)入りの袋にして反当たり80-100
袋を収穫していた。サツマイモは，嶋田の就農以
前には!日豊岡村の塙にあるサツマイモ加工工場に
出荷していた25)。この頃， 17人で、農産加工工業
共同組合を設立して小浜で澱粉を作ったことも
あった。その後，サツマイモの値段が下がると，
工場では小口の購入が拒まれるようになったた
め，牛馬車(後に三輪車)を利用して銚子市場に出
荷するようになった。小浜で、は，十数人がサツマ
イモを銚子の市場に出荷していた。銚子市場での
サツマイモの値段は， 1952年頃に l 袋で500~600
円であったが， 1957年頃には180円にまで、下がった。
嶋田が就農した時，小浜でキャベツを栽培して
いたのは数人であった。嶋田のキャベツ栽培の
きっかけは，高神でキャベツ栽培をすでに行って
いた親戚や，農業改良普及所の勧めであった。
初はキャベツを，自家用として家屋に近い焔で栽
培した程度であり，その栽培者は嶋田であった。
この栽培開始は， 1960年代初期のことであった。
やがて，嶋田はキャベツを自転車で銚子の市場
に試験的に出荷した。そうしたところ，サツマイ
モより値段がよかった。加えて，小浜では岩井か
らの誘いもあってi嶋田は本格的なキャベツ栽培に
乗り出した。嶋田はキャベヅの栽培面積を徐々に
増やし， 1970年頃にはサツマイモが嶋田家の経営
から消滅するに至った。小浜全体でみても，野菜
生産が1970年からも増加した一方，麦類とサツマ
イモは1975年頃消滅したことが第7図によって分
かる。
3 )キャベツ栽培の確立
小浜の世帯主やその後継者についてみると，
1950年代半ばから1960年代半ばにかけて銚子市内
に日麗い稼ぎに出る者も多かった26)。また，
1965年から1975年の間，後継者たちの 9割が中学
卒であり，小浜から外へ出る者は比較的少なかっ
た。こうした事情もあって1960年代半ば以降の小
浜では，ほとんどの農家がキャベツを栽培するこ
(ha) 
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第7図 小浜における野菜生産の増加
(農業集落カードにより作成)
とになった。
小浜における出荷組合には， 1957年に結成され
た丸小出荷組合のほか， 1961年に16人で丸北出荷
組合， 1963年にお人で、丸南出荷組合， 1964年に25
人で丸浜出荷組合がそれぞれ組織された(写真
2)0丸小出子育組合と丸北出荷総合には，キャベ
ツを早くから始めた人々が多かった。逆に，丸南
出荷組合と丸浜出荷組合は，キャベツ栽培を遅く
始めた人々による組合であった。とくに丸浜出荷
組合に加入した農家は2 キャベツ栽培の導入が小
浜では一香運く，経営規模も比較的小さかった27)。
小浜で脱農していく家には，丸j兵出帯組合の組合
員が多い。
これらの出荷組合は 1980年代半ばまでキャベ
ツを東京の千住，神田，築地市場に出荷していた。
東京への出荷は，銚子の丸通運輸会社を通じて
行った。出荷のときは組合員が2人ず、つ交替でト
ラックに乗った。嶋田の加入している丸小出荷組
合では，東京への出荷にあたり，出荷組合の東京
への出荷量に合わせてキャベツを 1戸2反ずつ強
制的に栽培させられたこともあった。東京への出
荷の当番に当たると，約 2tのキャベツを積んで
午後 7ß寺頃に出荷所を出て夜の1O~12時頃に東京
の市場に着き，翌朝 6-7持頃に滑ることになり，
疲れで翌日の仕事ができないくらいであった。
小浜では， 1979年-1982年にかけて土地改良事
業が水田転作特別対策事業として水田llhaに対
して行われた28)。転作のきっかけは，海辺に段々
写真2 丸高出荷組合出荷所
(1996年10月撒影)
? 。
IJがあることによる塩害や収穫時期と重なる台風
による不竹:であった。
1980年頃におけるl嶋田家の労働力は，専業の後
継者夫婦とその補助のl嶋田の計3人である。作物
はキャベツ，大根，アムスメロン・小玉スイカを
各々 3分の lずつ栽培ーしている(第 6図)。キャベ
ヅの輪作作物はアムスメロン，小玉スイカ，食用
トウモロコシなと、‘で、ある。アムスメロンは6月か
ら8月中旬にかけて13(f菱し，その 7割はトンネル
栽培である。春キャベツの作付けが不可能な小浜
の海から離れた畑では， トンネルによる春大根が
導入された。トンネルハウスは，ポリピニルをか
ぶせたトンネルで 1棟の長さが50mであり，季
節風に対応するために南北方向に設置する。 嶋田
は，このようなトンネルを用いた大根栽培を1980
年頃から約 2反行っている。小浜におけるこうし
た施設栽培は概ね土地改良事業の後に始められた
ものである。
現在の小浜の畑では， 7 -8月に堆肥を撒き，
畑を休める O これは 7-8月が蒸し暑く葉物が育
たないことと，連作i輩害を紡ぐためである。 10年
前からは堆肥をr.1HOa当たり 2t入れている。こ
れは，その頃から消費者が無農薬農作物を志向す
るようになったためであり，米糠に，牛や豚の糞
を混ぜて撹持した自家製肥料を使っている。小浜
の各出荷組合は近代化事業により建設された独自
の堆肥場を所有している29)。
現在のキャベツの 1日の出荷量は， 350kg積の
軽トラック 1台に100箱積めたとして，その 2台
分に相当する。キャベツの出荷は銚子市農業協同
組合の北集出荷所へ午後4持まで、に各農家が持っ
ていく O 小浜にある 4つの出荷組合は1985年頃か
ら銚子農協に一元出荷することになり，それにと
もなって，各出荷組合はJA銚子野菜連合会に加
入した。現在における小浜のキャベツの主な出荷
先は京浜，仙台・秋田，名古屋である。
w むすび
菜の導入と展開の過程に関して，それに関わった
人々に注自しながら検討してき
1950年頃の銚子における主な農作物は，サツマ
イモと米，大・小麦であった。サツマイモと大・
小麦は，第2次世界大戦後の復興の進展によって
米の供給量が増加するなかで，病気による栽培の
不振なとともあってその価格が低下した。そうした
状況下で， 1953年に高神地i互の農業後継者が新作
物であるキャベツの商業的栽培を導入した。この
地域では，キャベツ栽培の先進地である静関
士などとの競合を考癒して極早生の品積をl~ り入
れた。銚子においてキャベツ栽培が確立した要因
をあげると，まず温暖な気候，大きな商横を占め
る台地の存在などといった自然的な要素があげら
れる O また，サツマイモや大・小麦といった従来
の畑作物の生産が衰退しつつあったことも商業的
野菜栽培の導入に有利にはたらいた。さらに食生
活の洋風化によるキャベツ需要の増加という消費
面の要因や，稲作転換政策や用水事業などによっ
てキャベツ生産を支援してきたという政策的な要
盟もあった。その結果，銚子市の畑作物はサツマ
イモ，大・小麦からキャベツ，大根という野菜生
産に変化し， 1970年頃には畑作物のなかでキャベ
ツが一番多く栽培されることになった。
ここでみたように，銚子におけるキャベツの導
入には，自然や消費地からの距離といった条件の
ほかに，知り合いからの販売情報といった人間関
係による地域開交流も関わっていたものと考えら
~'lる。
本報告では，新作物の導入における外部の経済
的要因と地域内部の土地条件，さらにさまざまな
条件を考慮しつつ，その土地の人々が行った意志
決定との相互関係を探ろうとした。農民が生産や
出荷など具体的に農業活動を行う状況を考えた場
合に，人に頼まれたのがきっかけで作物の情報を
得たり，予想以上に収益をあげたりというような
農民自身の体験が大きな意味をもっている O 作物
の導入と展開に対しては，自然的，経済的条件だ
けではなく，人的要菌や偶然性も影響を与えてい
本報告では，銚子におけるキャベツを中心に野 ると言える。
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ただし，こうした人的要国についてさらに詳し
く掘り下げるためには，日記など偶人の生活が分
かる資料を丹念に検討する必要があるD また，そ
うした人々の生活を裏付けるためには，生産，流
通などに関する統計資料，をより詳細に分析しなけ
ればならない。これらの点については，今後の課
題としたい。
付記
本稿の作成にあたり，資料調査の際には銚子市青
少年文化会館の椎名輝男館長，宮崎光一先生にご協
力を摂きました。現地調査の際には，嶋田 ーさん
をはじめ，宮内 勇さん，岩i:JI与司得よさんにごi高力
を]賀きました。また文章に関しては筑波大学大学院
の三木一彦氏に協力して頂きました。記して厚く御
礼申し上げます。
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